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２２２

自主財源
８億4,034万6千円 25.6％

依存財源
24億4,060万4千円 74.4％

歳 入

平成18年度の歳入総額は前年度より10

億5,031万１千円減少（前年度対比24.2

％の減）し32億8,095万円となりました。

歳入で最も大きな割合を占めているのは、

税収などが少ない自治体に国から交付さ

れる地方交付税で、16億7,122万８千円

（歳入全体の50.9％）となっています。

前年度と比較して歳入が大きく減少し

た主な原因は、前年度に実施した情報基

盤整備事業（ケーブルテレビ等）が終了

し、それに伴う国県からの補助金や起債

の減少が大きな要因となっています。ま

た、前年度は基金から１億9,500万円の

繰入を行いましたが平成18年度は繰入は

行わないですむことになりました。

歳入に占める「自主財源＊３」は８億4,

034万６千円（25.6％）で、残りの24億4,

060万４千円（74.4％）は、国や県から

入るお金や借金に依存する「依存財源＊４」

となっています。

平成18年度の決算で

は、町に入ってきた

お金（歳入）から様々

な事業等に使ったお

金（歳出）を差し引く

と３億7,056万２千

円の黒字決算となり

ましたが、実質単年

度収支 でみると△

5,778万円となり３

年連続の赤字となる

など厳しい状況が続

いています。

歳入

32億8，095万円

歳出

29億1,038万8千円

決

算

概

要

平
成
十
八
年
度
勝
浦
町
普
通
会
計

＊１

区 分
平成18年度
決算額（千円）

平成1 7年度
決算額（千円）

前 年 度
対比 ％

町 税 451,284 449,616 0.4

地 方 譲 与 税 103,999 82,984 25.3

利 子 割 交 付 金 2,525 3,848 -34.4

配 当 割 交 付 金 2,043 1,210 68.8

株式等譲渡所得割交付金 2,097 2,350 -10.8

地方消費税交付金 53,411 53,781 -0.7

自動車取得税交付金 22,230 21,577 3

地方 特例 交付金 8,892 11,750 -24.3

地 方 交 付 税 1,671,228 1,628,665 2.6

交通安全対策特別交付金 1,159 963 20.4

分担金及び負担金 11,993 9,241 29.8

使用料及び手数料 73,616 79,498 -7.4

国 庫 支 出 金 110,083 404,227 -72.8

県 支 出 金 207,277 360,232 -42.5

財 産 収 入 12,308 437 2716.5

寄 附 金 105 360 -70.8

繰 入 金 0 195,000 -100

繰 越 金 237,494 196,193 21.1

諸 収 入 53,546 248,629 -78.5

町 債 255,660 580,700 -56

合 計 3,280,950 4,331,261 -24.2

平成18年度 歳入決算額

＊２

※一人当たりは平成19年３月31日現在の人ロ (6,353人)

町民一人当
たりに使わ
れたお金

町民一人当
たりに入っ
てきたお金

歳 入
32億8，095万円

分担金及び負担金
1，199万3千円 0.4％

諸収入
5，354万6千円 1.6％

使用料及び手数料
7，361万6千円 2.2％

国庫支出金
1億1，008万3千円 3.4％

財産収入
1，230万8千円 0.4％

地方特例交付金
889万2千円 0.3％

自動車取得税交付金
2，223万円 0.7％

地方交付税
16億7，122万8千円

50.9％

町 税
4億5，128万4千円

13.8％

町 債
2億5，566万円 7.8％

利子割交付金
252万5千円 0.1％

配当割交付金
204万3千円0.1％

株式等譲渡所得割交付金
209万7千円0.1％

地方譲与税
1億399万9千円 3.2％

県支出金
2億727万7千円 6.3％

繰越金
2億3，749万4千円 7.2％

地方消費税交付金
5，341万1千円 1.6％

繰入金 0円 0.0％

寄附金 10万5千円 0.0％

交通安全対策特別交付金
115万9千円 ０％



３

区 分
平成18年度
決算額（千円）

平成17年度
決算額（千円）

前 年 度
対比 ％

人 件 費 621,815 682,036 -8.8

物 件 費 402,228 380,857 5.6

維持補修費 28,007 28,752 -2.6

扶 助 費 143,373 142,652 0.5

補 助 費 等 208,108 197,280 5.5

普通建設事業費 352,546 1,087,465 -67.6

災害復旧事業費 59,406 247,073 -76

公 債 費 749,255 744.179 0.7

積 立 金 481 20,101 -97.6

投資及び出資金 80,157 101,083 -20.7

貸 付 金 7,570 7,170 5.6

繰 出 金 257,442 305,119 -15.6

合 計 2,910,388 3,943,767 -26.2

平成18年度 性質別歳出決算額

区 分
平成18年度
決算額（千円）

平成1 7年度
決算額（千円）

前 年 度
対比 ％

議 会 費 61,922 60,624 2.1

総 務 費 331,271 1,175,326 -71.8

民 生 費 567,248 651,268 -12.9

衛 生 費 358,127 366,023 -2.2

農林水産業費 290,277 272,858 6.4

商 工 費 20,868 22,172 -5.9

土 木 費 171,965 127,760 34.6

消 防 費 50,298 43,889 14.6

教 育 費 249,751 232,595 7.4

災害復旧費 59,406 247,073 -76

公 債 費 749,255 744,179 0.7

合 計 2,910,388 3,943,767 -26.2

平成18年度 目的別歳出決算額

歳 出

歳出総額は前年度より10億3,337万９千円

減少 (前年度対比26.2％の減)し29億1,038万

８千円となりました。歳出内訳は、どういう

目的で使われたか (目的別歳出) と、どのよ

うな性質に使われたか (性質別歳出) の２種

類の分別方法により掲載しています。

目的別歳出の状況では、情報基盤整備事業

（ケーブルテレビ等）などが終了した総務費が

前年度対比71.8％減の３億3,127万１千円と

大幅に減少しています。また、町債に対する

償還金である公債費は前年度対比で0.7％減

少し７億4,922万５千円となりました。

性質別歳出の状況では、情報基盤整備事業

などが終了した普通建設事業や災害復旧事業・

積立金で前年度対比60％を越える大幅な減少

をはじめ、人件費・維持補修費・投資及び出

資金・繰出金などでも減少となっています。

性質別

歳 出
29億1，038万8千円

人件費
6億2，181万5千円

21.4％

物件費
4億222万8千円

13.8％

公債費
7億4，925万5千円

25.7％

普通建設事業費
3億5，254万6千円

12.1％

扶助費
1億4，337万3千円 4.9％

補助費等
2億810万8千円 7.2％

繰出金
2億5，744万2千円 8.8％

貸付金
757万円 0.3％

投資及び出資金
8，015万7千円 2.8％

積立金
48万1千円

0.0％

維持補修費
2，800万7千円 1.0％

※各グラフの比率は四捨五入のため合計が100％にならない場合があります。

用語解説

＊1 普通会計……財政比較や統一的な掌握のため、地方財政統計上

統一的に用いられる会計区分。本町の場合は一般

会計と住宅新築資金貸付特別会計を合わせたもの。

＊2 ……歳入、歳出に含まれている実質的な黒字要素 (積

立金・繰上償還金)及び赤字要素 (基金取崩し額)

が、歳入歳出面に措置されなかったとした場合、

単年度収支が実質的にどのようになるかを表す。

＊3 自主財源……自前で収入できるお金。町税、分担金負担金、使

用料手数料、財産収入、寄附金など。

＊4 依存財源……国や県からの交付金や借り入れたお金。地方交付

税、国庫・県支出金、町債など。

実質単年
度収支

目的別

歳 出
29億1，038万8千円

民生費
5億6，724万8千円

19.5％

公債費
7億4，925万5千円

25.7％

総務費
3億3，127万1千円

11.4％

土木費
1億7，196万5千円 5.9％

商工費
2，086万8千円 0.8％

災害復旧費
5，940万6千円 2.0％

議会費
6，192万2千円 2.1％

消防費
5，029万8千円

1.7％

教育費
2，4975万1千円

8.6％

衛生費
3億5，812万7千円

12.3％

農林水産業費
2億9，027万7千円 10.0％

災害復旧事業費
5，940万6千円
2.0％



平
成
十
九
年
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
で
は
人
形
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

４

本
町
で
は
、
既
存
の
新
行
政
改
革
大
綱
の
計
画
年
度
を
一
年
前
倒
し
し

て
策
定
し
た
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
行

政
改
革
に
取
り
組
み
、
平
成
十
七
年
度
に
は
国
の
指
示
に
よ
る
集
中
改
革

プ
ラ
ン
を
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
策
定
し
、
着
実

に
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
が
取
り
組
ん
で
き
た
行
政
改
革
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

市
町
村
合
併
の
推
進

平
成
十
七
年
度
に
制
定
さ
れ
た
新
市

町
村
合
併
促
進
法
を
受
け
て
設
立
さ
れ

た
徳
島
県
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会
は
、

平
成
十
九
年
七
月
に
新
た
な
市
町
村
の

合
併
に
関
す
る
構
想
を
県
知
事
に
答
申

し
ま
し
た
。

本
町
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
こ
の
答

申
を
基
に
徳
島
県
か
ら
示
さ
れ
る
市
町

村
合
併
の
推
進
方
針
に
基
づ
き
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

人
件
費
の
削
減

人
件
費
は
、
財
政
に
最
も
影
響
が
大

き
い
経
費
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
削
減
へ

の
取
組
み
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と

表
裏
一
体
の
側
面
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

ま
す
の
で
、
十
分
な
配
慮
の
下
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
以
降
、
特
別
職
、
議

会
議
員
の
報
酬
等
の
削
減
を
継
続
し
て

お
り
、
平
成
十
六
・
十
七
年
度
の
二
年

間
は
職
員
の
給
料
削
減
も
実
施
し
ま
し

た
。
職
員
に
つ
い
て
は
手
当
の
一
部
削

減
を
現
在
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
財
政
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
大
幅
な
職
員
数
の
削
減
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

①
特
別
職
報
酬
の
削
減

特
別
職
報
酬
は
、
町
長
及
び
副
町
長

報
酬
を
二
十
％
削
減
し
、
教
育
長
報
酬

を
十
五
％
削
減
し
て
い
ま
す
。

②
議
員
報
酬
の
削
減

町
議
会
議
員
各
位
が
行
政
改
革
の
趣

旨
に
賛
同
さ
れ
、
議
長
・
副
議
長
報
酬

の
十
％
、
議
員
報
酬
の
五
％
削
減
を
現

在
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
り
七
月
に
執

行
し
た
町
議
会
議
員
選
挙
か
ら
議
員
定

数
を
十
二
人
か
ら
十
人
に
削
減
し
て
い

ま
す
。

③
一
般
職
員
給
料
・
手
当
の
削
減

職
員
給
料
に
つ
い
て
は
、
二
年
間
五

％
の
給
料
削
減
を
実
施
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
管
理
職
手
当
及
び
宿
日
直

手
当
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

④
職
員
数
の
削
減

人
員
削
減
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六

年
四
月
を
基
準
に
十
五
％
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
普
通
会
計
職
員

（
病
院
職
員
を
除
く
）
で
は
、
十
六
年
度

の
九
十
一
人
か
ら
十
七
年
度
で
は
八
十

三
人
、
十
八
年
度
は
七
十
七
人
と
な
り
、

目
標
の
十
五
％
削
減
を
達
成
し
ま
し
た
。

協
働
型
社
会
へ
の
移
行

①
公
共
施
設
指
定
管
理
者
制
度
導
入

平
成
十
九
年
四
月
現
在
、
町
有
公
共

施
設
六
個
所
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制

度
を
適
用
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し

て
い
ま
す
。

②
受
益
者
負
担
の
再
検
討

昨
年
度
、
各
種
団
体
等
と
の
協
議
に

基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
各
公
共
施
設
の

使
用
料
を
改
正
し
、
四
月
か
ら
新
た
な

料
金
体
系
で
住
民
の
皆
様
の
ご
負
担
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

町
行
政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

①
課
の
統
合
の
推
進

職
員
の
人
員
減
対
策
や
効
率
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
、
十
八
年
度
に

六
課
を
四
課
に
統
合
し
ま
し
た
。

②
特
別
職
体
制
の
見
直
し

平
成
十
六
年
度
以
降
収
入
役
の
職
を

廃
止
し
ま
し
た
が
、
自
治
法
の
改
正
に

よ
り
現
在
で
は
一
般
職
の
会
計
管
理
者

を
置
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
保
育
所
民
営
化
の
検
討

平
成
十
九
年
度
か
ら
町
立
保
育
所
の

民
営
化
に
つ
い
て
、
保
育
所
民
営
化
検

討
委
員
会
を
組
織
し
調
査
研
究
し
て
い

ま
す
。

④
事
務
の
効
率
化
と
経
費
節
減

学
校
用
務
員
業
務
や
ご
み
処
理
業
務

の
一
部
委
託
な
ど
を
進
め
る
ほ
か
、
予

算
編
成
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
、
各
事
業

の
経
費
節
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

⑤
財
政
シ
ス
テ
ム
の
改
善

町
税
前
納
報
奨
金
廃
止
、
県
内
出
張

の
日
当
廃
止
な
ど
経
費
削
減
に
努
め
る

と
と
も
に
、
事
業
選
択
に
よ
る
地
方
債

の
発
行
抑
制
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

⑥
情
報
公
開
の
拡
大

光
フ
ァ
イ
バ
網
等
の
情
報
施
設
等
を

活
用
し
、
新
し
い
行
政
情
報
の
提
供
が

よ
り
速
く
で
き
る
よ
う
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

以
上
、
勝
浦
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

行
政
改
革
に
つ
い
て
十
八
年
度
ま
で
の

実
績
と
現
在
の
取
組
状
況
の
概
要
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
行
政
改
革
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
に
、
町
議
会
や
町
民
の
皆
さ

ん
の
深
い
ご
理
解
を
賜
り
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
行
政
改
革
に
よ
る
効
果
額
の
概
算
に

つ
い
て
、
別
表
に
て
報
告
し
ま
す
。）

行
政
改
革
の
進
捗
状
況

～
地
方
分
権
時
代
の
行
政
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て
～

行
政
改
革
実
施
主
要
事
項
と

そ
の
効
果

項目別

年度別

人件費の削減 町行財システムの再構築 協働社会

特別職報
酬の削減

議員報酬
の削減

議員定数
の削減

職員給料
の削減

職員の
人員削減

管理職手
当の削減

宿日直手
当の削減

収入役職
の廃止

学校用務
員の業務
委託

前納報奨金
の上限設定
H18～廃止

職員の
昇給停止

県内旅費
の日当廃
止

公共施設
の使用料

16年 度
実 績 額 4,858 1,778 23,132 91 9,580 243 402

17年 度
実 績 額 4,690 1,778 22,028 83 48,317 11,506 14,992 377 794

18年 度
実 績 額 4,690 1,778 77 98,226 1,622 725 11,506 14,992 400 317

19年 度
見 込 額 4,690 1,544 4,134 77 99,832 1,195 870 11,506 14,992 1,200 310 2,140

〈別表〉 行政改革効果額の実績および見込 （単位:千円）



平
成
十
九
年
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
で
は
人
形
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

５

土
砂
災
害
の
特
徴

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
は
、
土
の
中
に
た

ま
っ
て
い
る
水
の
量
が
多
く
な
る
と
地
盤
が

緩
み
、
土
石
流
や
が
け
崩
れ
な
ど
の
発
生
す

る
危
険
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
防
災

白
書
に
よ
る
と
、
土
砂
災
害
は
、
自
然
災
害

に
よ
る
犠
牲
者
の
五
十
％
前
後
を
占
め
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

土
砂
災
害
の
危
険
度

近
年
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
の
上
陸
・
接

近
に
よ
っ
て
、
土
砂
災
害
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
写
真
（
右
）
は
、
平
成
十
七
年
梅

雨
の
大
雨
に
よ
る
「
土
石
流
」
で
人
家
が
損

壊
し
た
も
の
で
す
。

土
砂
災
害
は
、
地
形
や
地
質
、
植
生
が
崖

ご
と
に
異
な
る
た
め
、
個
々
の
発
生
を
予
測

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
気
象
台
で
は
、
降

水
量
か
ら
土
の
中
に
た
ま
っ
て
い
る
水
の
量

（
土
壌
雨
量
指
数
）
を
予
測
し
、
土
砂
災
害

の
危
険
度
を
求
め
て
い
ま
す
。

防
災
気
象
情
報
と
は

大
雨
に
よ
っ
て
、
「
土
砂
災
害
」
の
起
こ

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
「
大
雨
注
意
報
」

や
「
大
雨
警
報
」
を
発
表
し
ま
す
。
そ
し
て
、

土
砂
災
害
の
危
険
度
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
と

き
に
は
、
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
を
発
表

し
ま
す
。
こ
の
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が

発
表
さ
れ
る
と
、
い
つ
土
砂
災
害
が
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

身
を
守
る
防
災
気
象
情
報

防
災
気
象
情
報
は
、
右
下
の
図
の
よ
う
に

災
害
か
ら
あ
な
た
を
守
る
た
め
に
発
表
し
ま

す
。
注
意
報
は
災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
警
報
は
重
大
な
災
害
の
起

こ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
防

災
気
象
情
報
は
、
そ
の
と
き
の
状
況
に
よ
っ

て
注
意
報
や
警
報
を
、
さ
ら
に
は
土
砂
災
害

警
戒
情
報
を
発
表
し
ま
す
の
で
、

自
分
の
住

ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
状
況
に
よ
っ
て
、
避
難

を
し
た
り
対
策
を
執
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
頃
か
ら
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
、
避
難
経

路
の
確
認
を
行
い
、
防
災
気
象
情
報
を
上
手

に
利
用
し
て
、
災
害
の
防
止
や
軽
減
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

【
お
問
合
わ
せ
】

徳
島
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

０
８
８（
６
２
６
）０
６
７
６

防

災

気

象

情

報

原因別土砂災害の発生状況

H７ H８ H９ H10 H11 平均

融 雪 23 32 19 19 21 23

降 雨 210 52 187 805 345 320

梅 雨 531 173 378 363 797 448

台 風 28 129 434 428 320 268

気象以外 93 17 117 14 18 52

計 885 403 1135 1629 1501 1111

気
象
業
務
は
い
ま
（
二
〇
〇
六
年
）
よ
り

土
砂
災
害
を

防
止

軽
減
す
る
た
め



平
成
十
九
年
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
で
は
人
形
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

６

「
娘
三
味
線
・
遍
路
旅
」

月
岡
祐
紀
子
コ
ン
サ
ー
ト

十
月
二
十
七
日
に
開
幕
し
た
「
第
二
十

二
回
国
民
文
化
祭
」
が
、
人
形
文
化
交
流

館
を
中
心
に
、
大
盛
況
の
な
か
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

十
一
月
四
日
に
は
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え

ま
す
が
、
有
終
の
美
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し

い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
だ
く
さ
ん
組
ま

れ
て
お
り
ま
す
の
で
紹
介
し
、
一
人
で
も

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

特
に
、「
娘
三
味
線
・
遍
路
旅
」
は
、
ご

ぜ
三
味
線
奏
者
と
し
て
全
国
で
活
躍
し
て

い
る
、
月
岡
祐
紀
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
、
友
情
出
演
と
し
て
高
知
県
か
ら
片
田

和
美
さ
ん
、
県
内
の
津
軽
三
味
線
奏
者
、

大
和
紀
久
夫
さ
ん
が
参
加
し
ま
す
。

◆
月
岡
祐
紀
子

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
◆

昭
和
五
十
一
年
東
京
都
生
ま
れ
、
武
蔵

野
女
子
大
卒
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
邦
楽
技
能
者
育
成

会
終
了
。

高
校
の
と
き
、
盲
目
の
女
旅
芸
人
ご
ぜ

三
味
線
と
出
会
い
、
十
年
間
交
流
を
重
ね

最
後
の
継
承
者
と
な
る
。
現
在
民
謡
の
演

奏
会
や
ご
ぜ
唄
コ
ン
サ
ー
ト
・
ラ
イ
ブ
な

ど
で
活
躍
中
。

「
遍
路
旅
」
と
の
出
会
い
は
、
大
学
卒
業

時
に
ご
ぜ
旅
を
追
体
験
し
ょ
う
と
、
三
味

線
奉
納
を
し
な
が
ら
、
四
国
八
十
八
箇
所

に
挑
戦
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
テ
レ
ビ

「
娘
三
味
線
・
遍
路
旅
」
が
全
国
放
映
さ
れ

脚
光
を
あ
び
た
。

ま
た
、「
遍
路
組
曲
」
を
作
詞
作
曲
し
、

今
三
回
目
の
歩
き
遍
路
中
。

著
書
に
は
「
平
成
娘
巡
礼
記
」
が
あ
る
。

《
十
一
月
四
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

午
前
十
一
時
～

や
ま
ぼ
う
し

コ
ー
ラ
ス

正
午
～
美
風
会
・
箏
三
味
線

午
後
一
時
三
十
分
～

月
岡
祐
紀
子
コ
ン
サ
ー
ト

「
娘
三
味
線
・
遍
路
旅
」

午
後
三
時
三
十
分
～

勝
浦
高
校

チ
ア
ダ
ン
ス

午
後
三
時
四
十
五
分
～

や
っ
こ
連

阿
波
踊
り

会

場

人
形
文
化
交
流
館

主

催

国
民
文
化
祭
勝
浦
町
実
行
委
員
会

十
月
三
日(

水)

第
三
回
町
立
保
育

所
民
営
化
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

九
月
に
実
施
し
た
現
在
保
育
所
等

を
利
用
し
て
い
な
い
保
護
者
を
対
象

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い

て
の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
八

月
に
は
、
保
育
所
を
利
用
し
て
い
る

保
護
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
結
果
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
保
育
所
運
営
や
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
の
貴
重
な
意
見
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い

て
は
、
勝
浦
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
会
議
内

容
等
も
勝
浦
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

掲
載
し
、
広
く
情
報
公
開
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
立
保
育
所

民
営
化
検
討
委
員
会

開

催

第
３
回

まちかど散歩みち

国
民
文
化
祭
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る



ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
こ
ん
な
質
問
が
多
く

あ
り
ま
す
。

Ｑ

ど
ん
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

も
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
に
出
し
て

良
い
で
す
か
？

Ａ

リ
サ
イ
ク
ル
に
出
せ
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
次
の
も
の
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
飲
料
用
、
し
ょ

う
ゆ
、
酒
類
用
の
容
器
に
使
わ

れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
に
出
せ
な
い
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
次
の
も
の
に
な
り

ま
す
。

①
食
用
油
容
器
の
白
い
も
の

②
焼
肉
た
れ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

な
ど
の
調
味
料
や
食
器
洗
剤

の
容
器

③
工
作
な
ど
に
使
っ
て
、
切
っ

た
り
、
接
着
し
た
も
の

④
河
川
、
道
路
な
ど
で
拾
っ
た

も
の
で
汚
れ
が
あ
っ
た
り
、

古
い
も
の

ま
た
、
出
す
時
に
は
、
中
身

を
全
部
捨
て
て
、
軽
く
水
で
す

す
い
で
、
キ
ャ
ッ
プ
、
ラ
ベ
ル

を
外
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
九
年
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
で
は
人
形
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

７

ご
み
の

分
別
③

勝浦ＪＶＣ 生比奈クラブ

第26回小学生バレーボール勝浦大会（勝浦町スポーツ少年団連合会主催）が10月14日生比奈小学校体育

館他で町内外から60チーム約600人を迎え開催されました。町内からは生比奈クラブ、勝浦ＪＶＣと両チー

ムの下級生で編成された合同チームの３チームが出場。６ゾーンに別れて熱戦が展開されました。

各チームの試合結果は次のとおりです。

皆
さ
ん
、
女
性
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
ご
存
じ
で
す
か
？

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ
ク

シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
女
性
の
人

権
問
題
に
関
す
る
専
門
相
談
電
話
で

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
女
性
の
人
権
擁
護

委
員
及
び
徳
島
地
方
法
務
局
職
員
が

中
心
と
な
っ
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
な
お
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

十
一
月
十
二
日

か
ら
十
八
日

ま
で
の
七
日
間
は
「
女
性
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
の
全
国
一
斉
強
化
週
間
で

す
。
平
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
七
時
ま
で
、
土
曜
日
・
日
曜
日

は
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
電

話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

電
話
番
号
は

「
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

」

で
す
。

な
お
、
通
常
は
平
日
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
電

話
相
談
を
受
け
て
お
り
、
土
曜
日
・

日
曜
日
・
祝
日
は
留
守
番
電
話
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

徳
島
地
方
法
務
局

徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間

Ａゾーン優勝

生比奈クラブ
２-０

２-０

２-０

２-０
２-１ 北島北ＪＶＣ

長生ＪＶＣ

和田島ＪＶＣ

那賀川ＪＶＣ

椿キャッツ

２-１

２-０

２-０

２-０

坂野ファイターズ

那賀川バレーボーイズ

飯谷ＪＶＣ

ＫＡＴＳＵＵＲＡＫＩＤＳ

生比奈クラブ
Ｃゾーン優勝

勝浦ＪＶＣ
２-1

２-０

２-０

２-０
２-０ 海南バンビーズ

宝田ジュニア

方上ＪＶＣ

福井ＪＶＣ

川内北ＪＶＣ

２-０

２-０

２-０

２-０

勝浦ＪＶＣ

横見ＪＶＣ

立江リトル

大野城山ＪＶＣ

宍喰杉の子

小学生バレーボール勝浦大会 開催!

���������	�
�������



は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
行
事

、

平
成
十
九
年
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
で
は
人
形
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

８

ア ラ カ ル ト情報

勝
浦
町
で
は
毎
年
「
成
人
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
」
と
題
し
て
、
『
広
報
か
つ
う
ら
』

一
月
号
に
掲
載
す
る
作
文
を
新
成
人
か
ら
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
原
稿
用
紙
四
百

字
詰
め
一
枚
程
度
で
す
。
掲
載
さ
せ
て
頂
い

た
方
に
は
、
少
し
で
す
が
お
礼
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

応
募
さ
れ
る
方
は
、
十
一
月
九
日

ま
で
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
折
り
返
し
、
様
式

と
参
考
ま
で
に
昨
年
掲
載
致
し
ま
し
た
作
文

を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
厳
選
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
十
一
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も

子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
供
と
保
護
者
）

並
び
に
妊
婦
さ
ん

十
月
の
活
動
報
告

お
天
気
も
よ
く
、
暖
か
い
絶
好
の
お
散

歩
日
和
で
し
た
。

掛
谷
の
神
社
ま
で
み
ん
な
で
歩
い
て
い

き
、
境
内
で
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
な
が
ら
休

憩
で
す
。
お
花
を
摘
ん
だ
り
、
虫
を
見
な

が
ら
の
楽
し
い
お
散
歩
で
し
た
。

十
一
月
も
ま
た
行
こ
う
と
思
う
の
で
、

是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ

０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

1 1月 の 行 事

30
日

27
日

20
日

13
日

９
日

６
日

mama
'
s
caf

e

（
新
規
申
込
み
は
二
十
日

ま
で
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
）

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
弁
当
作
り

（
各
自
お
弁
当
箱
持
参
）

み
か
ん
狩
り

（
沼
江
の
み
か
ん
農
園
に

行
き
ま
す
）

十
時
十
五
分

こ
ど
も
の

広
場
集
合
（
雨
天
中
止
）

手
遊
び
・
歌
・
絵
本
読
み

聞
か
せ

リ
ト
ミ
ッ
ク

お
散
歩

11月

新
成
人
の
抱
負
！

作
文
募
集

▲みんなでお散歩に行きました

高
齢
者
教
室
と
し
て
十
一
月
十
日

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会
を
計
画
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
中
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

十
一
月
十
七
日

体
力
測
定
は
予
定

ど
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

な
お
、
十
一
月
十
日

は
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
勝
浦
町
健
康
・
福

祉
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

高
齢
者
教
室
の

変
更
に
つ
い
て

守ろう！確かめよう！
この最低金額

徳島県最低賃金
平成19年10月21日発効

時間額６２５円

お問い合わせ 徳島労働局労働基準部賃金室
088（652）9165

��
��
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催
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時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
と
保
護
者
）

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
７
３

28日 21日 14日 ７日

★
保
育
所
の
お
友
達
と
遊
び
ま
し
ょ
う
。

★
し
っ
ぽ
と
り
鬼
ご
っ
こ
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
み
ま
し
ょ
う
。

★
保
育
所
の
お
友
達
と
遊
び
ま
し
ょ
う
。

★
身
近
な
草
花
で
生
け
花
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
十
一
月
生
の
お
誕
生
会

★
保
育
所
の
お
友
達
と
遊
び
ま
し
ょ
う
。

★
ふ
れ
あ
い
リ
ズ
ム
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
保
育
所
の
お
友
達
と
遊
び
ま
し
ょ
う
。

★
ど
ん
ぐ
り
の
マ
ラ
カ
ス
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

★
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
見
ま
し
ょ
う
。

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

日 時 平日 午前９時～午後４時

場 所 生比奈保育所

内 容 乳幼児に関する来所相談・電話相談

育
児
相
談
日

日 時 ２ ・８ ・13 ・15
20 ・21 ・28 ・30
午前９時～10時

場 所 生比奈保育所

健
康
相
談
日

心身の発育や発達に関する必要

な相談を次のとおり実施します。

11月22日 午後２:00～

住民福祉センター１階

小松島療育センター

吉 良 明 美 先生

※相談については、事前に申し込

みが必要になります。11月５日

までに役場福祉課保健師へ申

し込み予約をしてください。予

約がない方については、受けれ

ません。

【問い合わせ・申し込み】

勝浦町福祉課保健師 （42）1502

子育て支援の一環として

発達相談窓口を

開設しています！

１1 月
子育て支援
センター事業

から

��
��

��
��

来
春
（
平
成
二
十
年
）
植
林
す
る
杉
・
桧

等
の
苗
木
の
申
し
込
み
を
次
の
と
お
り
受
付

け
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
申
し
込
み
下

さ
い
。

一
、
申
し
込
み
は
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十

七
日

ま
で
に
し
て
下
さ
い
。

二
、
苗
木
の
配
付
は
、
平
成
二
十
年
三
月
十

五
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

徳
島
中
央
森
林
組
合
勝
浦
支
所

（
４
２
）１
５
１
２

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）８
６
２
１

前
日
祭

日
時

十
一
月
十
七
日午

前
十
時
～
正
午

場
所

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

内
容

記
念
講
演

「
内
蔵
脂
肪
を
減
ら
す
為
の
運
動
」

講
師

徳
島
大
学
総
合
科
学
部

准
教
授

三

浦

哉

氏

学
園
祭

日
時

十
一
月
十
八
日

午
前
十
時
～
午
後
四
時

場
所

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

テ
ー
マ

『
勝
浦
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
』

内
容

展
示
紹
介
、
体
験
学
習
（
理
学
療
法

学
科
・
作
業
療
法
学
科
）、
模
擬
店
、

バ
ザ
ー
、
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
多
数

※
多
数
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

（
４
２
）４
８
１
０

山
林
用
苗
木
の
申
し
込
み

学
校
法
人

勝
浦
学
園

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

第
十
二
回

紅

舞

祭
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高
齢
者
の
み
な
さ
ん

薄
暮
時
間
帯
の
交
通
事
故

に
注
意
を
！

今
年
の
高
齢
者
の
交
通
死
亡

被
害
者
は
二
十
四
名
で
す

高
齢
者
の
交
通
安
全
を
願
い
、
「
高
齢
者

交
通
安
全
県
民
運
動
」
が
、
十
一
月
二
十
一

日
～
三
十
日
ま
で
の
十
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

ゆ
ず
り
合
い

笑
顔
で
走
ろ
う

阿
波
の
道

運
転
者
は
、「
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
」、

高
齢
者
は
、
身
体
機
能
の
変
化
を
自
覚
し
た

「
ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
、
自
転
車
の
無
灯
火

運
転
の
防
止
と
反
射
材
用
品
の
活
用
促
進
の

た
め
、
反
射
シ
ー
ル
や
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ

カ
ー
を
自
転
車
や
自
動
車
に
貼
付
す
る
運
動

で
す
。

暴
力
に
関
す
る
困
り
ご
と

何
で
も
相
談
日

暴
力
に
関
す
る
問
題
で
お
困
り
の
方
、
警

察
と
、
弁
護
士
会
及
び
徳
島
県
暴
力
追
放
県

民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
集
中
相
談
日
」
を
開

設
し
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

と

き

十
一
月
十
七
日

午
後
一
時
～
午
後
四
時
の
間

と
こ
ろ

ク
レ
メ
ン
ト
ビ
ル

（
JR
徳
島
駅
ビ
ル)

五
階
特
設
会
場

※
詳
し
く
は
、
警
察
本
部
組
織
犯
罪
対
策
課

０
８
８（
６
２
２
）３
１
０
１

内
線
４
４
６
２

安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

♯
９
１
１
０

ス
ト
ー
カ
ー
、
悪
質
商
法
、
薬
物
、
け
ん

銃
、
廃
棄
物
、
性
犯
罪
、
交
通
関
係
等
様
々

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

犯
罪
被
害
で
心
に
悩
み
な
ど
あ
る
方
は

ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

徳
島
県
警
察
犯
罪
被
害
者
相
談
所

(

６
５
６
）８
０
８
０

11
月
15
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁
さ
れ
ま
す

山
に
入
る
人
は
、
目
立
つ
服
装
と
ラ
ジ
オ

な
ど
音
の
出
る
も
の
を
携
行
す
る
よ
う
に
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

11･

12
月
の
猟
銃
等
講
習
会
開
催
日
程

経
験
者
講
習

11
月
14
日

徳
島
西
警
察
署

11
月
28
日

小
松
島
警
察
署

12
月
12
日

美
馬
警
察
署

12
月
26
日

小
松
島
警
察
署

初
心
者
講
習

12
月
５
日

徳
島
西
警
察
署

※
11
月
は
あ
り
ま
せ
ん

勝
浦
町
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た
日
常

生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
指
定
相
談
事
業
者

へ
委
託
し
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

右
記
相
談
事
業
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者

団
体
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
』
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）４
６
５
２

安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

場所 相談日

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室

12月 11月

６
日

20
日

27
日

１
日

８
日

29
日

精神障害者 知的障害者 身体障害者
障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時 日時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階 場所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-iku
se
ikai

@kour
yu
-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinre
n

@kouryu-p
la
za.j

p

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

逮捕監禁致死
爆発物取締罰則違反

平
ひら

田
た

信
まこと

49歳

殺人・同未遂
逮捕監禁致死

高
たか

橋
はし

克
かつ

也
や

35歳

殺人・同未遂

菊
きく

地
ち

直
なお

子
こ

42歳

指名手配被疑者の発見･検挙にご協力を

小
こ

池
いけ

俊
とし

一
かず

47歳

！
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国民年金保険料は全額が社会保険料控除（非課税）の対象となります。

１年間に納付した国民年金保険料の額を証明する控除証明書（ハガキ）は社会保険庁か

ら11月上旬に送付されます。証明内容は、本年１月から10月１日までに納付された国民年

金保険料の額と、年内に納付が見込まれる場合の納付見込額です。

年末調整や確定申告の手続きの際には、必ずこの証明書や領収書が必要となりますので、

大切に保管してください。なお、お問い合わせは、控除証明書専用ダイヤルまたは社会保

険事務所までお願いします。

Ｑ１ 「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記載されている月分以外の保険料

を12月31日までの間に納付した場合は、今年分として申告できますか？

Ａ１ 今年分として申告できます。「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記載

されている保険料額に、後から納付した保険料額を合算して申告してください。な

お、後から納付した保険料分の「領収証書」も添付等する必要があります。

Ｑ２ 家族の保険料を納付しましたが、控除の対象となりますか？

Ａ２ 世帯主又は配偶者としてご家族の国民年金保険料を納付した場合は、納付した方

がその保険料を申告することができます。

控除証明書専用ダイヤル

平成19年11月１日～平成20年３月14日
平日 午前９時～午後５時

0570－00－9911

老齢福祉年金の受取方法につきましては、これまでは郵便局の窓口での証書の提示によ

る現金支給を行ってきましたが、平成19年10月から、郵政公社が民営化されたことに伴い、

銀行等の金融機関の預金口座、ゆうちょ銀行（郵便局）の貯金口座への振込み又は郵便局

窓口での国庫金送金通知書の提示による現金支給に変更されることになりましたので、12

月支払期（11月に受取を希望の方は、11月が支払期）の受取については、ご注意ください。

なお、年金証書の取り扱いについては、受給権者ご自身で保管していただくこととなる

ため、今後、社会保険事務局へのご返送の必要はありません。

ご不明な点がございましたら、徳島社会保険事務局年金課

088－634－1173 へお問い合わせください。

国民年金保険料の年末調整や確定申告は
「領収書」・「証明書」の添付が必要です

老齢福祉年金を受けている皆さまへ
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国保に届け出が必要な場合

▲

会社などを退職して再就職をしない場合、または自営業を営む場合

▲

家族の健康保険の被扶養者からはずれたが、職場などの健康保険に

加入しない場合

……などは、新たに国保に加入することになります。

こうした場合には国保への届け出が必要です。

被保険者となる人国 保

手 続 き の 方 法

国保加入の資格を得

た日から14日以内に市

区町村の国保担当窓口

で、健康保険などの資

格を喪失した証明書と

印かんを持って届け出

をしてください。

■国保に加入すると
国保加入の届け出を行う

と国保の被保険者となり、

保険証（国民健康保険被保

険者証）が交付されます。

お医者さんにかかるときに

は、右記の自己負担で医療

を受けられます。

医療費の自己負担割合

３歳未満 ２割

３歳以上70歳未満 ３割

70歳以上 １割

70歳以上で現役並み
の所得がある人

３割

▲
会社などを退職して、年金（厚生年金など）を受けられる場合で、

下記の条件を満たす場合は、「退職者医療制度」の退職被保険者と

なります。国保への届け出が必要です。

被保険者となる人退 職

手 続 き の 方 法

年金の受給権の発生した

日が、退職被保険者となる

日です。年金証書を受け取っ

たら14日以内に市区町村の

国保担当窓口で、保険証、

年金証書、印かんを持って

届け出をしてください。

■対象となる条件
①国保に加入している

②老人保健の適用を受けていない

③厚生年金や各種共済組合などの年金を受けら

れる人で、その加入期間が20年以上、もしく

は40歳以降10年以上ある人

↑以上の条件のすべてにあてはまる人と、その

被扶養者が対象となります。

必ず届け出をしましょう

退職者医療制度では、本人の自己負担と保険税のほか、職場の健康保険などからの拠出金が財源と

なっています。退職者医療制度の対象となっているにもかかわらず届け出がされないと、拠出金が負

担する医療費分まで国保が負担することになります。

みなさんの負担軽減が図られることにもなりますので、対象となったら必ず届け出をお願いします。

保険税について

国保の保険税は、所得などに応じて決められます。計算のしか

たは、市区町村によって異なります。40歳以上65歳未満の人は介

護保険分も合わせて納めます。
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低栄養状態を防ぐ食生活のヒント

いつまでも自立した生活を送るために

食べることを大切にしましょう

私たちの体は「食べること」によって維持されています。特に体を動かす

ための活動源となるエネルギーと、生命の維持に欠かせないたんぱく質を十

分とることは、身体機能や生活機能が維持されるだけでなく、感染症などの

病気にもかかりにくくなるために大切なことです。

健康で自立した生活の基本は「食べること」

「食べること」は栄養をとることだけ

が目的ではありません。それ以上に大

切にしたいことは、「食べること」を

楽しむことです。たとえば、旬のもの

や好物を食べる楽しみや、食べたいも

のを考える楽しみ、食材を買いに行く

楽しみなど、「食べること」を楽しむ

ことには、心身両面の老化を防ぎ、生

活の質を向上させる効果があります。

「食べること」を楽しみましょう 食べること

エネルギー、たんぱく質の十分な摂取

筋肉たんぱく質の維持 内臓たんぱく質の維持

身体機能の維持 生活機能の維持 免疫機能の維持・向上

要介護状態や重度化を予防

ＱＯＬ（生活の質）の維持・向上、健康寿命の増大

☆牛乳、アイスクリーム、ヨーグルト、まんじゅ

うなどにはエネルギーやたんぱく質が豊富に

含まれています。

1１か月に一度体重を
量りましょう 2主食と主菜を毎食

しっかり食べましょう 3好きなものを
適量、食べま
しょう

6口腔状態や運動・身体活動、休養（睡眠）
の生活リズムを整えることも大切です

厚生労働省資料より

5脱水症状を
予防するために、
水分を十分に
とりましょう4エネルギーとたんぱく質が多く

含まれる食品を食べましょう

☆主食は、ごはんやパン、めん

類などエネルギーやたんぱく

質の供給源です。

☆主菜は、魚、卵、大豆製品な

どたんぱく質の供給源です。

介護予防
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ん な 健の 康み

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

４ 日
運動教室

講師 株本泰輔先生
14:00～15:30 横 瀬 集 会 所

住民
中山・横瀬・与川内

９ 金 ２ 歳 児 健 康 診 査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成17年７月１日
～12月31日までに
生まれた子

母子健康手帳

10 土 第17回 健康・福祉まつり ８:30～９:30
農村環境改善
セ ン タ ー

住 民

11 日 インフルエンザ予防接種 ９:00～15:00 勝 浦 病 院
65歳以上等
申込者には日時等
を通知しています。

予防接種問診票
（記入してお越
しください）

12 月

巡 回 結 核 検 診 ９:00～16:30 別 表 参 照 65歳以上の住民

運動教室
講師 株本泰輔先生

19:30～21:00 坂 本 集 会 所 住 民

13 火 介 護 教 室 19:00～20:00 生名センター 住 民

16 金 乳 児 健 康 診 査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成19年５月１日
～９月30日までに
生まれた子

母子健康手帳

17 土 インフルエンザ予防接種 ９:00～15:00 勝 浦 病 院
65歳以上等
申込者には日時等
を通知しています。

予防接種問診票
（記入してお越
しください）

18 日 インフルエンザ予防接種 〃 〃 〃 〃

20 火 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

（42）1502〉

検
診
料
は
無
料
で
す
。

受
診
さ
れ
る
方
は
、
ボ
タ
ン
や
金
具
、

刺
繍
の
な
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

～
年
に
一
度
は
受
診
し
ま
し
ょ
う
～

日 地 区 場 所 時 間

坂 本 坂本消防詰所横 ９:00～９:30

与川内 神子 勝様宅前 ９:40～10:10

横 瀬 東とくしま農協勝浦支所 10:20～10:50

棚 野 棚野集会所前 10:55～11:25

久 国 役場 11:30～12:00

生 名 いちょうの木 13:00～13:40

星 谷 星谷四辻 13:50～14:20

黒 岩 勝浦会館駐車場 14:30～15:00

中 角 農村婦人の家 15:10～15:40

沼 江 高田 治様宅横 15:50～16:30

11
月

12
日

糖
尿
病
教
室
、
十
一
月
は
次
の
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に
つ
い
て

の
基
礎
知
識
や
食
事
・
薬
な
ど
わ
か
り

や
す
く
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場

所

勝
浦
病
院
二
階

研
修
室

時

間

午
後
二
時
か
ら

一
時
間
程
度

費

用

無
料
で
す

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ勝

浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
４
１

11月の予定（いずれも火曜日）

日 担 当 内 容

６日 内科医師 糖尿病について

13日 坂口栄養士 食事について

20日 正瑞薬剤師 薬について

27日 亀山看護師長 生活と運動

平
成
十
九
年
度

巡
回
結
核
検
診

日
程
表

11月の保健行事 〈問い合わせ 勝浦町福祉課保健師

勝
浦
病
院

だ
よ
り



かぜの予防

かぜは、日常生活のちょっとしたスキに入り込んできます。かぜをひかないように、次の事柄に気を付け、

普段から体力づくりと健康管理を心がけましょう。

１．手洗い、うがいをしっかりする
かぜの基本的な予防は手を洗うことです。かぜは空気の中を飛び散って感染するよりも、手と手を伝わっ

て感染し、目や鼻から体の中へ侵入することが多く、手洗いがかぜの感染予防で有効です。うがいは、細

菌やウイルスの侵入を防ぎます。

２．体の抵抗力をつける
睡眠を十分にとり、ビタミンＡ、ビタミンＣなどの栄養補給をする。

ビタミンＣには、白血球のはたらきを増し、感染症への抵抗力を高める効果があります。

ビタミンＡには、鼻、のど、気管支などの粘膜を丈夫にし、かぜの予防に効果があります。

３．室内の環境に注意をする
乾燥した空気は、かぜのウイルスにとって好都合で、増殖しやすい環境です。

室内の温度や湿度を適切に保ち、ときどき換気を行いましょう。

インフルエンザの予防

予防の基本は、流行前に予防接種を受けることです。

インフルエンザは、空気中に拡散されたウイルスによって感染します。感染予防のためには、人ごみは避

けましょう。また、日ごろから、十分な栄養や休息をとることも大切です。インフルエンザ感染の広がりに

は、空気の乾燥が関連しています。室内では加湿器などを使って、適度な湿度を保ちましょう。外出時のマ

スクや帰宅時のうがい、手洗いは普通のかぜの予防と併せておすすめします。
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接種月日 受付時間 対 象 地 区 接種医療機関等

11月11日（日）
午前９時～11時 石原・沼江・掛谷・山西・中角 勝浦病院 （42）2555

IP 050 - 3438 - 7441
※当日持参するもの

・予診票（記入のこと）

・保険証

・接種料金 1,000円
（生活保護世帯の人は除く）

午後１時～３時 今山・黒岩・星谷

11月17日（土）
午前９時～11時 生名・久国

午後１時～３時 棚野・立川・中山

11月18日（日）
午前９時～11時 横瀬

午後１時～３時 与川内・坂本

※申し込みをされた方には、「予診票」と「インフルエンザ予防接種を受けられる方へ」を１週間位前までに送付します。

予診票は必ず記入して、お越しください。

先に申し込みがありました、インフルエンザの予防接種を次のとおり行います。

【接種対象者】 ★65歳以上の方（接種日に満65歳の誕生日を迎えていること）

★60歳以上65歳未満の方で、心臓や腎臓、呼吸器の機能に、日常生活が極度に

制限される程度の障害がある方等（主治医に接種の可否について相談必要）

インフルエンザとかぜの違い インフルエンザ か ぜ

初期症状 悪寒、頭痛 のどの乾燥感、くしゃみ

主な症状 発熱、全身痛、悪寒、倦怠感 鼻水、鼻づまり、せき

熱 38～40℃ 微熱

合 併 症 気管支炎、肺炎 ほとんどない

高齢者インフルエンザ予防接種の実施について

気をつけようインフルエンザに

�
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「
人
権
」
と
聞
い
て
真
っ
先
に
思
い
浮

か
ぶ
の
は
「
い
じ
め
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

人
は
ど
う
し
て
差
別
を
し
た
り
、
い
じ
め

を
し
た
り
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
分
以

下
を
求
め
る
思
い
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う

か
。
あ
る
い
は
そ
の
人
に
嫌
な
こ
と
を
さ

れ
た
、
そ
の
人
が
気
に
く
わ
な
い
、
理
由

は
そ
れ
ぞ
れ
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

私
は
小
さ
い
頃
い
じ
め
ら
れ
た
経
験
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
経
験
か
ら
「
い
じ
め
」
と

い
う
行
為
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

道
徳
の
授
業
な
ど
で
、
「
差
別
や
い
じ

め
は
い
け
な
い
こ
と
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
」
と
言
い
つ
つ
も
、
そ
れ
は
た
だ

の
綺
麗
事
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
理
解

し
た
か
ら
差
別
や
い
じ
め
が
な
く
な
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
差
別

や
い
じ
め
に
つ
い
て
学
習
し
た
か
ら
次
の

日
か
ら
み
ん
な
が
仲
良
く
な
れ
る
、
そ
ん

な
都
合
の
い
い
よ
う
に
物
事
は
進
む
わ
け

が
あ
り
ま
せ
ん
。
い
く
ら
学
習
し
て
も
無

駄
で
、
い
じ
め
に
あ
っ
た
こ
と
の
な
い
人

に
、
い
じ
め
に
あ
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
の

気
持
ち
な
ど
わ
か
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
以
前
の
私
の
考
え
で
し
た
。

あ
る
と
き
私
は
、
私
を
い
じ
め
て
き
た

子
に
、
自
分
が
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
仕
返

し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

仕
返
し
を
し
て
私
の
気
持
ち
が
晴
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
の
私

は
た
だ
、
い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
の
辛
さ
を

感
じ
て
今
ま
で
他
の
人
に
も
同
じ
思
い
を

さ
せ
て
き
た
こ
と
を
後
悔
し
て
ほ
し
か
っ

た
の
で
す
。
で
も
「
自
分
が
い
じ
め
ら
れ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
同
じ
こ
と
を
相
手
に

仕
返
す
と
い
う
の
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
」
、

「
友
だ
ち
関
係
を
崩
し
て
ま
で
す
る
こ
と

だ
ろ
う
か
」
、
そ
ん
な
思
い
が
私
の
心
に

浮
か
ん
で
く
る
と
、
自
分
が
し
た
こ
と
は

間
違
い
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
仕
返
し
で

は
決
し
て
い
じ
め
の
解
決
に
は
な
ら
な
い

の
で
す
。
私
が
そ
の
時
に
と
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
行
動
は
、
他
に
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
う
思
う
と
本
当
に
申
し
訳

な
い
こ
と
を
し
た
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
い
じ
め
の
被
害
者
に
も
加

害
者
に
も
な
っ
た
私
で
し
た
が
、
そ
ん
な

私
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
ク
ラ
ス
の
友

だ
ち
や
仲
間
で
し
た
。
家
族
や
先
生
に
相

談
で
き
な
い
と
き
で
も
、
友
だ
ち
は
私
の

気
持
ち
を
そ
っ
と
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

ど
れ
だ
け
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
私
の
気
持
ち
を
い
じ
め
て
い

た
子
に
伝
え
よ
う
と
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
自
分
が
仕
返
し
を
し
て
い
た
と
き

は
、
そ
れ
が
間
違
い
で
あ
る
こ
と
を
私
に

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
友
だ
ち
が
自
分
の

気
持
ち
に
共
感
し
て
く
れ
た
こ
と
が
本
当

に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
今
の
私
が
あ
る

の
も
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
や
仲
間
が

い
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

男
女
関
係
な
く
い
つ
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る

こ
の
ク
ラ
ス
が
私
は
大
好
き
で
す
。

一
学
期
の
全
体
学
習
で
、
友
だ
ち
や
ク

ラ
ス
の
よ
さ
に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
ク
ラ
ス
の
い
い
と
こ
ろ
は
ど
ん

ど
ん
頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

自
分
の
い
い
と
こ
ろ
を
友
だ
ち
が
た
く
さ

ん
み
つ
け
て
く
れ
た
こ
と
に
は
、
う
れ
し

さ
と
共
に
「
こ
こ
ま
で
自
分
を
見
て
く
れ

て
い
た
ん
だ
な
ぁ
」
と
い
う
驚
き
も
あ
り

ま
し
た
。
「
や
っ
ぱ
り
友
だ
ち
っ
て
い
い

な
ぁ
」
と
い
う
思
い
を
よ
り
強
く
感
じ
ま

し
た
。
卒
業
ま
で
あ
と
半
年
。
今
ま
で
以

上
に
仲
の
い
い
ク
ラ
ス
に
な
り
た
い
し
、

お
互
い
の
思
い
や
気
持
ち
を
素
直
に
表
現

し
、
受
け
止
め
あ
え
る
ク
ラ
ス
を
目
ざ
し

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
卒
業
し
て
も
ず
っ

と
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
仲
間
で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
ら
れ
た
私
と
い
じ
め
を
し
た
私
、

そ
し
て
そ
ん
な
私
を
支
え
て
く
れ
た
友
だ

ち
や
仲
間
。
い
じ
め
の
経
験
か
ら
、
単
に

頭
の
中
で
「
差
別
や
い
じ
め
は
い
け
な
い

こ
と
」
と
い
う
理
解
に
と
ど
ま
っ
て
い
て

は
何
の
解
決
に
も
至
ら
な
い
こ
と
、
直
面

す
る
課
題
に
対
し
て
何
を
感
じ
、
ど
う
考

え
自
分
自
身
が
行
動
す
る
か
に
か
か
っ
て

い
る
と
い
う
大
切
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
差
別
や
い
じ
め
に
よ
っ
て

嫌
な
思
い
を
す
る
人
が
ひ
と
り
で
も
い
な

く
な
る
た
め
に
、
私
自
身
に
で
き
る
こ
と
、

そ
れ
は
自
分
の
体
験
を
し
っ
か
り
と
生
活

の
中
に
生
か
し
、
思
い
や
考
え
を
伝
え
て

い
く
こ
と
、
そ
し
て
ま
わ
り
の
友
だ
ち
の

思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
共
に
感

じ
考
え
支
え
る
力
に
な
っ
て
い
く
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
う
二
度
と
大
切
な

友
だ
ち
と
の
関
係
や
、
友
だ
ち
と
の
時
間

を
失
わ
な
い
た
め
に
も
。

私
に
で
き
る
こ
と

平
成
十
八
年
度

全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
よ
り
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子
を
捨
て
し
時
鳥
い
ま
南
國
へ

浄
土
山
こ
こ
浄
土
な
り
秋
の
風

横
瀬

日
下
智
世
子

抱
卵
の
鮎
落
ち
急
ぐ
秋
の
暮

渇
水
と
猛
暑
に
耐
え
て
み
か
ん
熟
れ

横
瀬

前

田
好

次

名
月
に
せ
ゝ
ら
ぐ
水
の
音
も
澄
め
り

億
年
の
昔
も
欺
く
や
虫
の
声

中
山

山

下

房

夫

コ
ス
モ
ス
は
い
つ
も
少
し
は
揺
れ
て
を
り

母
を
恋
う
歌
し
み
じ
み
と
虫
の
声

三
渓

中

村

祥

子

朝
夕
に
育
て
し
稲
を
刈
り
取
り
て

実
り
い
る
稲
刈
り
取
り
て
淋
し
さ
を

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

夏
休
み
戸
惑
い
過
ぎ
た
反
抗
期

新
米
を
大
き
く
固
め
姿
寿
し

星
谷

上

岡

久

子

ひ
と
と
き
は
に
ぎ
わ
い
と
な
り
ひ
が
ん
花

雑
草
の
畦
を
ひ
き
た
て
彼
岸
花

生
名

石

田

白

萩

汗
流
し
裕
に
實
る
里
の
秋

花
の
香
に
心
安
ぎ
秋
晴
れ
て

生
名

小

西

典

子

雲
の
上
雲
ま
た
流
れ
秋
気
澄
む

菊
の
香
を
痩
せ
た
る
胸
に
深
く
吸
う

生
名

丸

山

香

月

山
毛
蟹
王
者
が
下
る
秋
の
月

見
る
人
の
思
い
違
へ
ど
月
見
か
な

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

年
毎
に
苗
木
市
た
つ
彼
岸
寺

一
番
茶
懐
か
し
母
に
茶
の
か
ほ
り

掛
谷

駒
津
こ
つ
ゆ

木
犀
の
匂
い
の
中
に
農
衣
干
す

秋
の
雨
子
安
地
蔵
の
頬
ぬ
ら
す

沼
江

大

川

冨

枝

絵
手
紙
に
大
小
二
つ
の
烏
瓜

こ
の
家
路
い
つ
か
は
独
り
草
紅
葉

坂
本

池

谷

武

久

炊
煙
は
遥
か
な
山
家
草
紅
葉

水
澄
む
や
弘
法
大
師
の
杖
の
跡

坂
本

仙

才

良

子

草
紅
葉
棚
田
の
畦
は
孤
を
描
く

う
す
暗
き
溪
間
を
灯
す
烏
瓜

坂
本

山

口

昭

市

す
だ
ち
採
る
政
局
ニ
ュ
ー
ス
聞
き
乍
ら

ユ
ン
ボ
ー
の
う
な
だ
れ
て
い
る
草
紅
葉

坂
本

新

居

雄

彦

旅
に
出
る
カ
バ
ン
に
す
だ
ち
忍
ば
せ
て

か
わ
せ
み
の
住
み
た
る
流
れ
水
澄
め
り

坂
本

新

居

晋

焼
き
た
て
の
サ
ン
マ
に
搾
る
ス
ダ
チ
か
な

中
山

山

下

房

夫

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意

に
投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に

優
劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削

等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句

し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

十
一
月
五
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

十
二
月
一
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

勝
浦
町
・
上
勝
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
及
び
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
サ
ー
ビ
ス
加
入

世
帯
で
利
用
で
き
る
、
テ
レ
ビ
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
楽
ビ
ジ
ョ

ン
番
組
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
操
作
方
法
に
つ
い
て
は
、

各
種
説
明
書
又
は
広
報
か
つ
う
ら

八
月
号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

・
地
域
情
報
セ
ン
タ

（
０
１
２
０
）９
６
０
１
３
８

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

Ｉ
Ｐ
０
５
０（
３
４
３
８
）９
８
７
７

〈
受
付
時
間
〉

午
前
九
時
～
午
後
五
時
（
平
日
）

※
右
記
以
外
の
時
間
帯
は
、
留
守
番
電

話
で
受
付
し
、
折
り
返
し
て
連
絡
・

対
応
と
な
り
ま
す
。

・
勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）２
５
１
１

Ｉ
Ｐ
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

タイトル 公開日 内 容 番 組 名

生比奈保育所
運動会

公開中
９月29日(土)、生比奈小学校
で行われた生比奈保育所運動
会の様子です。

このまちワンダフル

イベント

横瀬保育所
運動会

公開中
10月６日(土)、横瀬保育所で
行われた横瀬保育所運動会の
様子です。

このまちワンダフル

イベント

第26回小学生
バレーボール
勝浦大会

11月
上旬

10月14日（日）、生比奈小学校
体育館ほか２会場で行われた
小学生バレーボール勝浦大会
の様子です。

このまちワンダフル

イベント

楽
ビ
ジ
ョ
ン
動
画

番
組
案
内

わたしの
作品
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指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

（
中
角
）
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

11
月
３
日

午
前
９
時
ま
で

（
横
瀬
）
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

11
月
10
日

午
前
９
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

①
段
ボ
ー
ル

厚
手
の
菓
子
箱
等
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

②
新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
古
本
・
雑
誌
・
紙

包
装
紙
な
ど
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

同
じ
種
類
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は

破
っ
て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ

ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
勝
浦
を
考
え
る
会
」

古
紙
の
回
収
に
ご
協
力
を
！

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

６日

（火）

石 原

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

13日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

20日

（火）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

27日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

５日

（月）

山 西

中 角

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

12日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

19日

（月）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

26日

（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

１日 ・15日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

２日 ・16日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

不用犬引き取り日

６日 ・20日
※登録している犬の場合は印鑑
と鑑札が必要です。

最近、犬の飼い主の方のマ
ナーが悪くなってきています。

飼い犬の放し飼いや散歩中の
フンの放置はやめましょう。

今、飼い主のモラルが問わ
れています。近隣や周囲の人
に迷惑をかけることなく楽し
く快適にペットと暮らすため
にも、愛情と責任を持って飼
いましょう。

��
��������

��

������
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つばさよつばさ 浅 田 次 郎

半次郎捕物控 髻塚不首尾一件始末 佐 藤 雅 美

厨房ガール！ 井 上 尚 登

まぼろしハワイ よしもとばなな

女王国の城 有栖川有栖

愛に似たもの 唯 川 恵

有頂天家族 森見登美彦

女衒の供養 澤田ふじ子

名残り火 藤 原 伊 織

月明かり 北原亞以子

三面記事小説 角 田 光 代

夕映え 宇江佐真理

ホームレス中学生 田 村 裕

池上彰の「世界がわかる！」国際ニュースななめ読み

池 上 彰

実測！ニッポンの地域力 藻 谷 浩 介

新着図書の一部紹介

★おはなし会

25日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください

11
月
の
行
事

畠 中 恵 著

つくもがみ貸します

江戸の片隅、姉弟二人が

切り盛りする「出雲屋」。

鍋、釜、布団、何でも貸し

出す店ですが、中にはちょっ

と妙な品も混じっているよ

うで･･････妖怪たちが引き

起こす騒動の数々、ほろり

と切なく、ふんわり暖かい

連作集。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２１３ １４ １５１６ １７

１８ １９２０ ２１ ２２２３ ２４

２５ ２６２７ ２８ ２９３０

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

■図書かんの中に行って、２かいに行ったら、むかしの

ものがいっぱいありました。すいとうやゆさんばこも

ありました。１番すごかったのは何かのほねです。で

も、つちのこのヘビがこわかったです。 （定作和奏）

■きょう、ぼくは図書かんへ行きました。はじめてきた

から図書かんはどこだろう、２かいはなにがあるんだ

ろうと思いました。けど、図書かんには本が約４万さ

つ、２かいに化石がいっぱいあったからびっくりしま

した。 （柴野顕豊）

図 書 館 見 学

～横瀬小学校２年生28名が来館～

日 時 11月４日 まで開催中
午前９時30分～午後５時
（４日は午後４時まで）

場 所 勝浦町図書館二階
視聴覚室・郷土資料室

今年も阿波絵師等によって描かれた掛軸

を展示することになりました。

是非この機会にご鑑賞ください。
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人 口（平成19年９月30日現在）

世帯数 2,159戸

男性 3,025人

女性 3,281人

計 6,306人

出生 男 ２人 女 １人 計 ３人

死亡 男 ６人 女 ３人 計 ９人

転入 男 ３人 女 ４人 計 ７人

転出 男 ２人 女 ６人 計 ８人

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

おくやみ申します

大字生名字北 井 出 良 和（68歳）

大字棚野字仮家 河 村 ヤ ヱ（90歳）

大字坂本字坂本 瀧 本 唯 男（80歳）

大字坂本字稲原 弦 本 太 郎（72歳）

大字沼江字中山 橋 谷 住 榮（98歳）

大字棚野字山蔭 相 原 亨（87歳）

日 時 11月10日 ・11日 ・24日 ・25日
午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 毎週月曜日 午前８時30分～午後７時
（月曜日が祝日の場合は、翌日の火曜日に実施）

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５
年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

時間延長年金相談

年 金 相 談 ご利用
ください！

善意ありがとうございました
（９月16日～10月15日）

横 尾 兼 夫 さん（沼江） 佐々木敦子 さん（与川内）

横 山 泰 嗣 さん（大阪市） 河 村 芳 弘 さん（棚野）

弦 本 誠 二 さん（坂本）

以上の方から善意銀行に 善意がよせられ

ました。ありがとうございました。

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 20 ・27 午後 7:30～9:30

踊 り 11 ・18 午後 2:00～4:00

歌 謡 ４ ・18 午後 7:30～9:30

生け花 ７ ・19 午後 7:30～9:30

大正琴 ２ ・８ ・15
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

11月 交流講座ご案内

お誕生おめでとう

大字久国字松ノ本 ）松 田 友 和
誠 美

長男 杏
きょう

介
すけ

日 時 11月２日 ・９日 ・16日 ・22日
午後１時～４時30分

場 所 勝浦町住民福祉センター１階

相談内容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽にお問い

合わせください。 (42)4652

心 配 ご と 相 談

（
大字沼江字一楽

大字坂本字栄田

尾 下 裕 規

椎 野 愛 子

（
大字三溪字日浦

小松島市

宮 床 彰 一

吉 平 愛

ご結婚おめでとう

11月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午前６時～翌朝午前９時 休日:午前７時～翌朝午前９時

まちのうごき
平成19年９月16日～10月15日（敬称略）
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